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十

一
月
廿
六
日

抜

山

山
城
守

内
の
火
事
K
は
桜
不
打
候
故
、
仰
邸
内
の
火
と
惣
得
、
共
催
耕
候
て

裁
措
市
の
紐
結
ひ
/
¥
式
基
へ
川
候
へ
ば
、
小
屋
の
向
は
人
の
足
骨
計

桜
陀
、
可
被
存
か
と
口
惜
存
候
。
金

t
北
ハ
分
に
て
は
無
之
候
。
殿
様

へ
御
残
多

t
準
存
、
人
闘
を
も
不
椋
右
の
仕
合
に
候
ひ
き
。
然
出
縄
に

来
年
は
可
敏
成
御
郎
関
由
承
候
へ
ば
、
二
度
続
生
の
心
地
に
て
大
悦

此
事
候。

可
申
中
待
訪
問、

露
命
を
紳
に
か
け
祈
り
申
ば
か
り
陀
候
。

申
度
都
海
山
陀
候
へ
共
俗
世
情
候
。
恐
々
秘
言。

陀
て
、
形
は
見
え
不
申
程
黒
煙
陀
候
。
共
催
羽
織
打
掛
血
同
出
候
へ
ば
、

北
の
方
八
筋
の
御
貸
小
屋
の
方
よ
り
、
煙
ま
く
れ
か
-
A

り
候
。
長
塀

御
返
報

の
下
走
り
候
所
、
御
殴
の
内
な
ど
騒
ぎ
立
候
護
法
政
候
内
、
右
の
焔

う
す
〈
成
る
。

山
の
上

へ
登
り
御
土
蹴
へ
削
候
得
ぱ
、
何
の
事
も
無

之
、
足
経
・小
者
共
は
不
罷
叫
候
故
、

家
来
遣
し
呼
出
叱
り
候
へ
共
、

火
事
と
申
と
、
し
め
り
候
由
申
、
山
の
上
位
は
姻
も
無
之
と
申
候
。
E

れ
が
誠
さ
う
に
候
。
右
の
煙
南
小
屋
港
へ
吹
迭
り
、
是
は
大
岡
の
内
、

穴
減
へ
道
具
も
知
市
小
屋
K

A

も
有
之
候
。
仰
小
屋
並
よ
り
山
火
と

申
意
得
の
由
民
候
。
然
底
追
て
承
候
へ
ば
、
殿
中
は
黒
煙
の
桜
成
る

窓
吹
込
、
n
陪
も
火
事
煙
と
各
放
得
大
騒
ぎ
、
第
一
一
時
く
能
成
燈
を
立

岩

披

老

一
、
引
上
久
左
衛
門
母
の
歌

本
務
の
士
人
井
上
久
左
衛
門
母
、
戒
年
の
哉
慈
の
献
。

い
か
に
せ
ん
花
は
待
る
L
老
は
う
し
念
ぎ
い
モ
が
ね
年
の
暮
か
な

出
る
よ
り
入
山
の
端
の
近
け
れ
ば
岐
阻
路
は
月
の
牛
ば
を
ぞ
み
る

一
、
黒
煙
江
都
を
桜
ひ
た
る
事

元
文
二
年
十

-nAH八
日
‘
山
肌

m
wm献
之
寓
。

世
間リ
七
日
米
の
吟
削、

従
役
所
的
訓
郡
岬
謂
崎
食
仕
懸
候
所
に
、

訓
子
御
貸
小
屋
前
誠
一
大
の
走
り
候
音
仕
候
故
、
大
雨
の
内
な
が
ら

港
し
火
事
陀
も
候
や
と、

障
子
聞
き
見
巾
成
、
海
短
立
花
一煙

t
さ
〈
、

以
の
外
に
駿
陀
候
政
、
H
L
は
近
火
の
様
子
に
候
と
中
内
、
山
岬
嶋田
守
秘
・

榊
原
阪
な
ど
念
板
を
敵
き
立
候
。
御
邸
内
の
板
は
打
不
申
候
。
御
邸

候
由
。

上
野
陀
て
は
此
坊
よ
り
火
山
候
。
い
や
彼
坊
よ
り
火
山
候
と

て
、
上
を
下
へ
と
返
し
候
よ
し
、
常
開
院
龍
山
糾
酬
川
に
候
。
町
人
北
ハ
段

主
張
て
申
候
は
、
制
批
・品
川
盟
主
右
の
通
民
主
務
き
、
町
中
は
手

も
と
の
物
を
手
陀
持
て
走
出
候
外
は
、
難
成
程
の
念
火
と
定
得
、
南

北
の
者
は
東
西
へ
走
り
、
東
西
の
者
は
南
北
へ
飛
廻
候
。
火
消
北
ハ外

度
数
々
々
よ
り
出
候
人
数
、
E

L
の
か
し
と
の
と
巾
、
町
人
の
瓦
屋
根

可
観
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